
した。頂上手前で雨が強く降り出し、頂上まで登ることができず、また午後からの竹野

まり自然を大切する気持ちが生まれることを学びま

川源流域での水生生物・水質調査もできず残念でしたが、参加した児童は興味深く話を

き、草木の名前を覚えることで、自然への関心が高

の必要性について理解を深め、将来にわたって地域や

や地球の環境を考えるきっかけづくりを目的に、環境

　今年度は、小学校４年生から6年生を対象に、7月

29日、8月5日・19日・27日の4回シリーズで行い

  住んでいる地域の海浜や河川、山などの自然にふれ、

体験を通して自然環境を見つめることで、自然の保全

学習「たんご  ふるさと探検隊」を実施しました。

ました。

　当学習会には町内の小学生8人が参加。 第1回目か

ら第3回目は、環境省竹野自然保護官事務所による、

アクティブレンジャー出前出張講座を活用。講師とし

した。

て迎え、自然環境についての話を聞かせていただきま

　最後となる第4回目は、大宮町の平井 久夫氏を講

師に迎え、大宮町の内山ブナ林で自然観察を行いま

　第1回目は蒲井海岸へ行き、海岸漂着物の調査を

察し、生物や生物を育む自然へ関心を持つことで自

然の大切さを学習しました。

行い、自然環境保全について理解を深めました。

　第3回目、五色浜園地で海の生物観察を行いまし

た。たこやカレイ、ヒトデやいろいろな貝などを観

　第2回目は、丹後地域公民館大ホールで前回集め

た海岸漂着物で工作づくりを実施。みんな工夫をし

ながら写真たてや車などを作りました。

した。内山ブナ林を歩きながら、木や草の話しを聞

聞き、熱心に質問をするなど、夏休みの有意義な学習会となりました。



　

　　　○日　時：平成26年9月21日（日）　午後3時30分から午後5時まで

　　　○場　所：丹後地域公民館 大ホール（入場無料・予約不要）

　当キャンプは、丹後町と網野町の合同事業として、小

学校4年生から6年生の27名（丹後:13名、網野:14名) 

が参加して、飯ごう炊さんや竹食器づくり、かぶと山の

　8月7日(木)～8日(金)、「あみの・たんご子ども
キャンプ」をかぶと山公園キャンプ場（久美浜町）で

実施しました。

　時々雨が降る中でのキャンプでしたが、子どもたちは

自然の中で、日常生活ではできない貴重な体験をし、ま

た他の学校の児童と協力しあいながら活動の一つ一つを

　　　京都府警察音楽隊とカラーガード隊が皆さんと警察を結ぶ音の架け橋として、

　　音楽パトロールを繰り広げます。お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

　　　　　　　※駐車場は、間人小学校グラウンドをご利用ください。

なりました。

頑張る姿も見られ、子ども達の可能性と成長を感じさせ

られるキャンプと

登山を行いました。キャンプ中は台風の影響もあり時々

強い雨が降るなど、天候を心配しながらの活動でしたが、

命に取り組むことができました。

参加した児童たちはみんなと協力しあいながら、一生懸

　1日目の夜には、テントで寝静まった頃に強い雨が降

り出し、急きょ「虹の家」に移り寝ることとなりました。

　翌朝、ラジオ体操を全員で行い、雨が止んでいる間を

みて全員でかぶと山に登りました。頂上に着くと眼下に

広がる絶景に歓声があがりました。３日間予定していた

キャンプも、大変残念でしたが、台風の影響を考えて、

２日目の午前中で事業を終了し、キャンプ場を後にしま

した。

  


